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rearingwascarriedoutundeftheenvironmental

conditation ofca27OC and ca 50% relative

htmi dityfol】owing a.n experimental design of

balancedincompleteblocks.

2. The duration from the-Oviposition to

emergenceobtainedinthecontainerhavingthe

diameterof4cm wasfarlongtoothers.Butin

therangeof,diameterofcontainerfrom 5to

lOcm,forthecontaineswithlargerdiameters/

itdecreasedgradually.

I3. Excludingthevalueobtained王nthecon-

tainerllaVingt工Iediameterof4cm,tIlerelation-

shipsbetweenthedurationfrom ovipoSitionto

emergenceT and thediameterofcontainer

'D wererepresentedbytheequationsT+0.486D

=16.676forfemaleandT+0.451D=16.253for

male,femalebeing1.01timesasmale.

4. Themaximum percentageofemergence

was obtained in the container having the

diameterof8cm,andthemaximumvaluesecond

lothecontainer8cm indiameterwasobtained

inthat7cm indiameter.Andforthecontainers

with Iargerandsmallerdiameters,itbecc-mes

sma一lervallle.ItisconSidered血atthesmaller

valU.eobtainedinthecontainerswith smaller

diametersweredu.elothehigh larvaldensities.

andthesmal一ervaluesobtainedinthecontainers

withlargerdiameterswereduetotheimmode･

ratedryingofculturemedium .

5. Thinkingcollectively from theresliltof

thepresentexperimenta conclusion can be

drawnthatundertheconditionsmentionedabove

manyhousefliessuitab一eforbiologicalassayof

insecticideswill.bereared in the containers

havingthediametersof8or7cm.

Onthe Relation helwcen theAIixingltatio ofBreeding Materialsin the AIodified

Kitaoka'8CulttlreMedium andtheI.cngth ofPupaeintheCotlr8eOfAIa8号CtlllllrCOf

theCommonIIousefly,MuscadomesLlcavz'clnaMacquardt.ProblemsontheBreedingof

lnsectSforBiologicalAssayoflnsectic王des.XXV.Sumio NAOASAWA andMichikoKTSIIrh'O

(olmoLaboratory,InstituteforChemiCal Research,KyotoUniversity,TakntSuki,Ohsaka).
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3. 北岡の墳茎の変法による イエバエ の大量飼育過程におし､てみられる飼料の混合比と蝿

の長さの関係について .恵虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする詰問既 第25報 長沢純夫･

岸野見知子 (京都大学 化学研究所 大野研究室) 34.1.17受理

実験用小型動物の固形飼料とぬかを軽々の割合に混合し,その 50gと水50ccよりなる培基を直径

9crn,高さ5cm のシャーレにいれて,イエバエの幼虫200匹を飼育し, えられた蛸の長さおj:♂

その拭準偏差,.極小型また;は大型個体の抱合率,蝿化率などを検札 殺虫剤の生物試験にもちいる

ためには,固形飼料のぬかにたいする浪合割合が,

ることがのぞましいという結論に透した.

北岡1)は先年,実験用小型動物飼育のための固型飼

料とふすまを等畠混合,これと同一塁の水をくわえて,

イェ′ヾ工の幼虫を飼育するための培基とし,その発育

におよばす密度効果にかんして実験した結果を報じた.

筆者らは,今回この北岡の増益に準ずる方法として,

北岡がふすまを用いたのをぬかにおきかえ,これと固

形飼料との混合比をいろいろかえて,幼虫を飼育し,

､そこにえられた鏑の大きさがどのように変化するかを

しらべた.これはこの種固形飼料の培基による,イエ

バエの大虫累代飼育にかんして,その最適条件をきめ

るための1更科をえる目的をもっておこなわれた実験

である.本文にはいるにさきだち,研究上軽々の抑佼
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等虫あるいはそれ以上の培基によって飼育され

宜をあたえられた大野稔教授に謝意を糞する次第であ

る.

･実験材料および方法

この実験にもちいたィ.エバエ Muscadomeslica

vz'ciTtaMacqlJ.ardtは, 1946年に1対の雌雄から出

発し,以後実験室において今日まで累代飼育されてき

た高税系である.この幼虫の飼育のためにもちいた培

基の材料は,オ､))エンタル酵母株式会社製の小動物用

固形飼料と,市仮の米椋である･固形飼料は,こttを

薬̀研で再度あら日の粉状に磨砕してもちいた.その組

成についてはつまびらかでない.なれ 北岡がふすま
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Table1. Mixingratioofthepowdered
Orientalcompresseddietandricebranfor
thecultt】remedilユmOf)arvaeofthecommon

hcltSefTy,MuscadomesEL'∽ Vl-cinaMacqtlardt.

.eFtdee,JcdOi?Fr(eSs)edIbr!ice(g)Iてcai)er

をもちいたのにたいし,筆者らがこれをぬかにおきか

えたのは,材料の入手が容易であったことによる以外,

何らの理由もない.ここで実験した両者の混合比は,

節1表 にしめした7位 獄である.これを田径9cm,

前さ5cm のシャーレにいれ,産卵された日からかぞ

えて2日日の幼虫200匹をうつして飼育した.~産卵培

韮および飼育培基は,いずれも実験中は金網益をかぶ

せ,温度約270, 関係泣皮50%の設硫条件下におい

た･なおひ.とつの培基について,4回のくりかえしを

おこないうるよう,第2宏にしめしたようなbalanced

incomp一eteblocksの実験計画のもとに実験をすすめ,

その結果を整理する方法をとった.

矧 ま産卵されてからかぞえて,おゝよそ8日目にひ

ろいあつめて,その長さを双眼助微鍬 こ装抗した,オ

キュラーマイクロメーターによって測定した.

実験結果と考察

それぞれの飼育容器からえられた蛸の測定結果を表

示すると,節3表のごとくである.なおここにしめし

た数値は,餌微鏡のよみのま のゝ数位で,その1印位

は 0.098mm である.

1.琉化時における培基の状態: 実験用小型動物の

固形飼料と,ぬかを混合した培鉱によってイエ!ヾ工の

幼虫を飼育する場合も,もっとも適した環境条件は,

豆腐和培基と同様,温度約250C,田係湿度 502.'あた

りにあるもののようで,飼育成約は, この条件下でき

わめて好結果がえられた.煽化時における培基の状怨

は,ぬかの混合割合の多い A,B,C あたりの培基に

おいては,これがかたくかたまり,一見豆囚和培基に

よって,低富淀状態で幼虫を飼育したときの結果に額

似した.そして固形飼料を多く･もちいた E,F,Gの

培益においては,その上両は適度に乾燥し,培基もち

いさな野粒の状態をしめした.煩化時における培基の

状態から判断すると,実験用小型動物の固形飼料を多

く混合したものほど,幼虫の飼育成杭は好結果がえら

れるもののごとくである.なお飼料 50gにたいして,

水 50icをいれて培基の水分を保持させた場合は,水

分過剰のために培基が枯問になって,幼虫の発育に利

用されないということはなく,むしろ,水分不足によ

る乾燥の点き笹が A,B,Cあたりの培基にはかなりあ

るもののようである.この間超については,他の損会

に別にくわしく論ぜられるであろう.

2.煩の長さの比較: 鏑の長さの頻度分布曲掛 ま,

右憤盃偏の形をしめし,これは3乗変換することによ

って,おゝよそ正規分布曲線になおしうることは先に

報じた.本掛 こおいてもこの事夫の成立することを前

提として,節1宏の長さを 1/10倍して小数点をひと

つくりあげ,この3東低を杭軸にとり,これに対応す

る累積頻皮百分率をプロビットにおきかえて,出軸に

とり,両者の関係をグラフの上にプロットし,与れを

満足する固相線をひいてその中央値をもとめ,これを

もってそれぞれの培基からえられた酌の長さの代袈他

とした.節4宏の第1段の左部分がその結果で,実験

日および培韮別にそれぞれその相当欄にかきいれたも

のである.T.,V.は縦の掬および椴の欄の合計で,

Il′.および Y.欄の歎低をもとめる方法および,その

後につづく一巡の計罪は前掛こしるしたところとまっ

Table2. Designforexperimentwith4replicates(1958).

B
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Table3. Frequencydistritlut王onsofbodylength OEpupaeoEthecommonhotBefly,Musca

domestL'cavicz'nEtMacquardt.RelationsbetweenlengtIlandculttlremedia.
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たくおなじ順序でおこなわれる.第5麦 の第3,4列

目が Y.を もとめ, あわせて有意差をもとめるに必

要な平均平方和 A′,β′罪定のための分散分析の結果

で,第6表第2列目の数値が平均した相対鏑長である.

第6表の数位からわかるように,培韮 G から.えたも

のが一番に大きく,β および Aからえられたものは

小さい.そして Gからβ あるいはCにうつるにし

たがっては,ほぼ田線的に漸減しているが,B,Aに

いたると,いちじるしくその大きさを減じている.そ

して B および A 培基 からえられた蛸の長さは,他

の培基からえられたものにくらペて,その差に統計学

上有意性 (n--15,P,-0.05)がみとめられる'.すな

わち,ぬかの割合が多くなると,幼虫の発育はかんば

しくなくなることがいえるが,Lこ川 まFlTj項で航化時に

18

おける培基の状態を,外観的にみて判断した結果と一

致する.固形飼料の多いことは,栄養的な点からいっ

て幼虫の発育に良好であることは勿論で,しかし一方

ぬかの混入宅が固形飼料にくらべていちじるしく多い

ことは,培益の乾燥をはやめ,囲邪をまねいて幼虫の

発育をきまたげるという,物理的な膨轡がこのrLTuにか

な.)つよく介在していることもかんがえられよう.i,il

形飼料中にふくまれる,たとえば酵母の員が発育にた

いするおもな制限因子であると仮定すれば,その虫に

よっ.て体の大きさは当然変ってくるはずである._こう

した事実は,金物屋を増灘の制限因子として実験した

先学者の結果にもあさらかセある.第6表にしめした

琉長に関する数値は,_これを103倍し,その3発根に

0･098倍すると,mm であらわした実際の蛸の長さ
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Table4. Pupal length in cubeofobserved valuex1/10(1unit--0.098mm),percent

areatruncatedforthecalculatiムnofctlmJativefrequencyct-1VeOfpupal length,standard

deviaticln,andpercentpt,pationforeachseries.
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となるが
,
この他をもってA,
B
,
C
,
D
,
E
,
F
,
Gそ

れぞれの培兆からえられた平均如対抗長をしめすと
,
5
.
86
,
5
.
84
,
6
.
08
,
6
.
09
,
6
.
14
,
6
..
2l
,
6
.
24mmとなる.
3
.
正規分布曲綜をはづれる個経の混合率:培益の

況合比が
,
幼虫の発育に適当であるか石かの判定は
,
蛸の大きさとあわせて
,
変換された正規分7nlh粒をは
づれて
‥
上下端に散在する個体の多少をも考戯すべき

であろう.その日的のために,TJfJInlでそれぞれの培基

からえられた蛸の長さの中火他を計詐する際に,上W,

下端で truncateした部分を合計,百分率になおして

袈示した第4去f.752段目の.款他について考察してみよ

う.一定の方法にしたがって,節5衷第5,6列目の数

肌をへて計許された..節6表の節3列日の数値が,辛

均した相対氾合率である.この紙火でみるように,A,

19
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Tat)le5. Ana一ysisofvarianceforSeparatingvariationdetweendaysfrom remainder.

Degrees
of

freedom

Pupalleng仏

SqTar:sfIs禁ea諾S

Percenttruncation

ssTa,oefLIsqT.ea諾

Standard
deviation

,sQuUTirOef,IsTueaar:

PerCentpでpation

:quumar引 sTueaa,ne

Table6. Relativep13Pal lengthiム cubeofobservedvalbex1/10(1llnit--0.098mm),
percentareatruncatedforthe calculationofcumtJ.1ativefrequencycurv･eofpupallength,

standarddeviation,andper centptl_Pationofthecommonhousefly,MLLSEadomesEicavicina

Macquardt, obtained from.seven･kindsofculttlJemedia miⅩing with the povidered

Orientalcompresseddiet and ricebran in variolZB ratios, corrected for differences

betweendays.Significantdifferenceinn--15andP,-0.05.

慧 霊 eifeeSi霊 I pupallength lpercenttruncationlstandarddeviationtPercentpupation

sdii7fneiftcnacnet l 18･84 I 16･75 1 9･30 1 15･0

B,C培基においては,中央値算定のためにtruncate

Lなければならない個体が きわめて多く, D 以下の

それにくらペてあさらか.fこ統計学上有志の差がみとめ

られる.D培基におけるそうした個体の混合率はかな

りなおたかいが,E,F,G培基のそれにくらペて,そ一

の差には統計学的の有意性がムとめられない.これか

ら判断すれば,イエバエの幼虫の飼育 は,この吻合

E,F,G 培基においてきわめて良好におこなわれ る

ものということができる.

4.按準偏差: さきにものべたように,イエバエの

殺虫剤にたいする感受性は,蛸の長さと相対的にひと

しい関係にあるものと仮定すると,殺虫剤の祭物試験

にもちいるためのイエバエは,その折を測定した場合,

で きるだけその変異の巾のせまい個体群である.ことが

･のぞましい.すなわち変換された正塩分布曲線の揺準

偏差が小さい榊休群であるほど,生物試畝の結果には
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整-な数値がえられるものとかんがえられる..このた

びの実験結果についても,前とおなじ方法によって検

討してみることとする.第4表第3段目の数値が,実

験の結果にもとづいて罪定された蛸の長さの標準偏差

で,第5表第7,8列目の数値をへて計算された,第6

表第4列日の数値が,各培基からえられた蛸の長さの

平均された相対槙準偏差である.この結果をみると,

増益 Bからえられたものの標準偏差が一番に大きく,

他のものにくらべて,その差にあさらかに統計学上の

有意性がみとめられるが.他の培基の間には有意性は

みとめられない.しかしその数値の小さいものは,F
および G培基のもので,やはり固形飼料の多い培基

において,好適な個休がえられたものと判断される.

5.煩化率: 蔚3蓑の最下段にしめした数位から,

成化の百分率をもとめ,計芽のための数値として培基

別,夫験日別にそれぞれその相当欄にかきいれたのが,
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節4去節4段目の款位で,第5宏第4段目の歎位をへ

てえられた平均相対煩化率が,第6表第5列日の歎位

である. ぬかの混合員の多い A,B培某における餌

化牢がひくく,他にくらべてその差に,統計学上の有

意性がみとめられ,ぬかにくらべて固形飼料の髭合比

串のたかい.E,F,G培基において琉化串はT=かいこ

とがわかる.総じて固形飼料の屯合割合が,ぬかにく

らべて大きい培基ほど,生物試験用昆虫としてふさわ

しい個体群がえられ,ぬかの混合穴がその半茄をこえ

るのはのぞましいことではないと結論される.

摘 要

1. 実験用小型動物の固形飼料とヌカを,粒々の割

合で混合し,その 50gと水 50ccからなる培基で,

イエバエの幼虫200匹を飼育し,えられT=崩の長さを

測定し,その標準偏差と極小大型桐休の混合率,飼化

革などについて考察した.実験はひとつの培基につい

て4回のくりかえしをおこなうbalancedincomp-

一eteblocksの計画にしたがっておこなった.

2. 痢化時における培基は,固形飼料を多くもちい

たものにおいて,煩化に好適な状態をしめしたが,め

かの混合割合が多い培基においては,-乾燥固罰がいち

じるしく癌化にはあまりかんばしくなかった.

3. 煩の長さは,固形飼料を多くもちいた培基から

えられたものほど大きく,ぬか.の混合割合が固形飼料

の2倍をこえると,それからえられた矧 まいちじるし

く小さく,その間の差に統計学上の有意性がみとめら

れた.

4. 正規分布曲線をはづれた個体の混合率は,固形

飼料を多くもちいた培基におけるほどひくく,ぬかの

荘合割合が等塁をこえるといちじるしく高くなり,そ

の間の差にも統計学上の有意性がみとめられた.

5. 煩の長さの標準偏差は,固型飼料 15 ぬか 35

の割合で調製した培基からえられたものが他にくらペ

て大きく,統計学上有意の差がみとめられたが,他の

ものは相互に有意性はみとめることができなかった.

しかし固形飼料を多くもちいたものにおいて,かなり

小さい値がしめきれた.

6. 琉化率は,蛸の長さと同様,ぬかの混合割合が

固形飼料の2倍をこえた培基において低く,他にくら

ペて有意性がみとめられた.固形飼料の混合虫が半畳

をこえた場合には,一様にたかい伯をしめしたが,そ

の間の差には有意性はみとめられなかった.

7. 以上を綜合した結果,実験用小型動物の固形飼

料とヌカをもちいる培基によって,イエバエの幼虫を

飼育する場合,固形飼料の況合Ifaを,のかにくらべて

多くもちいるはどよい結果がえられ 最少限度等虫を･

混合した培基によることがのぞましい.
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1. Inthepresentpaper,therelationsofthC

mixing ratio oEbreeding materials in thc

modifiedKitaoka'scu一turemediumtothelength

ofpupae,Percenttruncatedareaforthecal-

culationofcumulativefrequencycurveo【pupal

lengtll,Standarddeviation,andpercentpup･

ationofthecommonhousefly,Musca血mesLEca

vEcl'naMacquardt,werediscllSSed.Thepowder-

edcompresseddietrearingformouse,ratand

hamsterandricebranweremixedattheratios

oflO:40,15:35,20:30,25:25,30:20,35:15

and40:10.Twollundredsindividualsoflarvae

wererearedwith50gramsofthemixedbreeding

materialsand50ccofwaterinacontainermea-

suring9cm indiameterand5cminheight.The

environmentalconditionwascontrol一edatca270

Candca50/0./relativehumidity.Measurements

weremadeofthelength ofpupaebybinocular

microscope.Fourculturemediaofeach kind

werei)reparedandtheexperimentwascondu･

cted following an experimental design of

ba一ancedincomp一eteblocksaSShowninTab一e2.
1

2. Optimum conditionsofcultllremedillmfor

tIle一arvalgrowingandpupationWereobtained

inthemediaused thelargerquantityofthe

compresseddietthanthatofricebran.When

thequantityofricebranistoolargeco=npaTed

with thatofthecompresseddiet,theculture

mediawilldryupmaking a largeblocksand

sometimesthemoldwillgrown outwhich is

notsosuitableforthepupation.

3. Thepupal 1ength wasincreasedwiththe

increasingofquantityofthecompressed'diet

used･ThephenoTPenaldecreasesoflengthWere

recognized in thepupae､reared with cu'tture

media in which the quantity ofrice bran

exceedstwicetheqllantityofthecompressed

21



防 虫 科 学

diet.Tlledifferenceもdetweentheselargerand

smallerva一uesweresignificant.＼
4. Percentareatiuncatedforthecalculat王On

oE the cumulative frequency curve of pupal

length wasdecreasedwith theincreasingofthe1

compressed dietused.When thequantity of

ricebranexceedthatofthe compresseddiet,

itshowsthephenomenaldecrease.Differences

between tlleSeIligIlerand lower percentages

weresignificant.

5. The maximum standard deviation of

pupallength wasobtainedintheculturemedium

mixing15gofthecompresseddietand 35g of

rice bran. The diEferere,nces betwe占n this

maximumvalueandothervAIlleSWereSignificant.

Excluding this maxlmum value, differenceP

withinothervalueswerenitsignificantstatis-

tically.Butt上esmallervalueswereobtainedin

theculturemediausedthegreaterquantity of

thecompresseddiet.

6. Percentpupationsobtainedilitheculture

郡 24 巻-1

rdediainwhiclltilequantityofricebran were

usedovertwicethequantityofthecompressed

dietwerelowercompared with thatobtained

intheotherculturemediaandthedifferences

between theselowerand highervalueswere

significant.Thepercentpupationsobtainedin

the血lturemediainwhicIltileqllantityofthe

compressed dietwereused olverthatofrice

branwereequallyhigher,butthe differences

betweenthesevallleSWerenotSignificant.

7. Thinkingcollectivelyfrom theresultof

the presentexperiment早 COnClusion can be
drawnthatinthemassc111.1t17reOfthecommon

housefly じSing themodified Kitaoka'sculture

medium manyhoLISefliessuitableforbiological
assayofinsecticidとswillberearedinthecul-

turemediausing thegreaterquantityofthe

powderedOrientalcompresseddietthanthat･of

thericebrananditisdesiroustosetlimitsto

the culturemedium in which thecompressed

dietandricebranareusedequally.

Behavior ofIIouscfly to Certain OrganicPhosphorusJnsecticidcs.InsectRepellents

and Attractants.VII. YasunoSt.ke IKEDA#(DepartmentofParasitology, Institute for

lnfectiousI)iseases,UniversityofTokyo).ReceivedJam..24,1959.BoEyu-Kagaku,24,22,

1959.

4. 有機燐殺虫剤 tと対す るイエ′く工 の反応 忌避剤 ･誘引剤について 第 7報 池田安之助井

(東京大学伝染病研究所 寄生虫研究部) 34.1.24受理

イエバエが有機燐殺虫剤に対 してどの様な反応を示すかを知るため,毒餌摂食法を用いて窒内的に

試験 した. 供試 しT:殺虫剤は, 比較的低詩性で再生防疫用に広 く使われている DDVP, ダイアジ

ノン,デイブテレ:yクス,マラソン, コーラン(Korlan:0,0･dimethyl0-2,4,5-trichlorophenyl

phospllorothioate),および対照のためのピレトリンの6種である. イエバエはこれらの殺虫剤た

誘引され予が, その施用薬包が多い場合には若干忌避する幌向が見 られた. とくに興味あるのは,∫

DDVP にイエバエが放 く.誘引される･ことで, 英免の多少に拘 らずその処理両に好んで弟 り, 短時

間中に車云倒 した.

InordertoascertainthebehavlOristicreactionofhouseflytocertainorganicphosphorus

insecticides, the following testswereーPerEormed underlaboratory conditions･ The
n!ethodemployedwasessentiallya poisoned-baitapplication･ ･Theinsecticidesadopted
forthetestswereDDVP,diazinon,diptFre芋,malathionandkorlan,which hadbeen
widelyusedforhouseholdsprays.Atthough flieswereattractedtothesematerials,they
slightlyrepel一edthem whenappliedinhigherdosage.Itisaninteresting feature that

flieswereattractedtoDDVPindependentofitsdosageapplied.FlieswerefondoftIle
･surfacetreatedrwithDDVPandwereknockeddownforalittlewhile.

＼

RecentstudiesintheUnitedStatesandother llOuSeflytobecomeresistanttoseveralformerly

countrieshaverevealedcertainfield strainsoE effective organicphosphomsinsecticidesstlCh

*Dispatchedfrom Takarrli71eLホoratory･SankyoCo･,Ltd.
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